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◎医療安全データ管理システム 使用マニュアル 

 

 

【はじめに】 

 平成 14 年 10 月の診療報酬改定により、入院施設のある医療機関には、医療安全管理体制が義

務付けられました。あれから月日が流れ、今や医療安全管理体制は必須となってきました。平成

18 年 4 月からは、医療安全管理体制をとっていない医療機関は、入院基本料を算定することが

できなくなります。 

情報公開の時代となり、医療安全対策や医療事故に関して、患者サイドの知識も非常に増えて

きています。しっかりとした情報収集、情報管理、情報分析を行い、医療事故が発生する可能性

を「0」に近づけていかなければなりません。 

 本ソフトウェアは、院内報告制度のツールであるインシデントレポート、アクシデントレポー

トの作成、管理、集計を簡易にするためのソフトです。レポートの形式は、日本医師会モデルに

則って作成されております。また、任意の期間で集計が可能であり、インシデント・アクシデン

ト対策に御活用できます。 

 多くのインシデント発見を促し、アクシデントを最小限に留めるため、本ソフトウェアがお役

に立てることを信じています。 

 

 

【メインメニュー】 

ソフトを起動すると、下記のメインメニューが現れます。 
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①【インシデントレポート入力】 

ボタンを押すと、下記の画面が現れます。 
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フォームを開くと必ず、新規画面が現れます。複数件を入力する場合には、Ｃの「新規入力」ボ

タンを押して下さい。 

日時、報告者等を入力します。役職の選択一覧は⑥のマスター登録にて変更することができます。 

各項目のチェックは必要なものだけをチェックして下さい。ソフトの性質上、一度チェックした

ものは、変更はできても、削除できません。 

入力した内容に関しては、入力当日中は何度でも訂正可能です。Ｂの「←」「→」ボタンを押し

て、ページ移動して下さい。入力翌日から、②の閲覧のみとなり、変更はできなくなります。 

レポートの入力が終わりましたら、Ｄの「レポート印刷」ボタンを押して下さい。下記の印刷レ

ポート画面が表示されます。 
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画面左上のファイルから印刷を選択して、レポートの印刷を行ってください。 

 

 
 

注） 印刷は入力当日中でなければできません。（機密保護のためです） 

 

Ｂの「終了」ボタンで入力画面をメニューに戻ります。 

 

 

②【インシデントレポート閲覧】 

ボタンを押すと、下記の画面が現れます。 
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①で入力したレポートの閲覧を行います。レポートは発生日順ではなく、入力順で表示されます。 

「←」「→」ボタンを押して、ページ移動してください。レポートとしての印刷はできません。 

データの追加・変更・削除はできません。 

この閲覧機能は、インシデント報告をスタッフ全員で共有し、認知するためのものです。 

 

 

③【アクシデントレポート入力】 

ボタンを押すと、下記の画面が現れます。 
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項目は①のインシデントレポート入力と全く同一です。 

詳細は①【インシデントレポート入力】の欄を御覧下さい。 

 

Ｄの「レポート印刷」ボタンを押すと、下記のアクシデントレポートが表示されます。 
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レポートの印刷は同様に行ってください。 

 

 

④【アクシデントレポート閲覧】 

ボタンを押すと、下記の画面が現れます。 

 

 
 

アクシデントレポートは機密保持のため、閲覧にパスワードを必要とします。 

初期パスワードは「0725」です。 

パスワードを入力すると、下記の画面が現れます。 

 

 
 

Ｅの「レポート閲覧」ボタンを押すと、アクシデントレポートの閲覧ができます。 

レポートは日付順ではなく、入力順に表示されます。 
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【パスワード変更】 

Ｆの「パスワード変更」ボタンを押すと、下記の画面が現れます。 

 

 
 

現在のパスワードが表示されているため、これを変更して、「更新」ボタンを押して下さい。 

（初期パスワードは「0725」です。） 

パスワードが更新され、メインメニュー画面に戻ります。 

次回のアクシデントレポート閲覧より、パスワードが変更されています。 
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⑤【データ集計】 

ボタンを押すと、下記の画面が現れます。 

 

 
 

下図のように、レポートの種類を選択します。 

 

 

 

集計期間を選択して、「集計レポート」ボタンを押すと、下記の画面が現れます。 

（例：2005/1/1～2005/12/31） 

起動時には、起動日から遡って 1年間の期間が表示されています。 
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各項目が集計されて、「レポート集計 1」「レポート集計 2」として表示されます。 

集計方法は円グラフを用いています。 

 

レポートは、画面左上のファイルから印刷を選択して、印刷を行ってください。 

 

 
 

下図のように、項目別の集計レポートが合計 6枚印刷されます。 

「レポート集計 1」に 3枚、「レポート集計 2」に 3枚ずつ表示されています。 
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⑥【役職マスター】 

ボタンを押すと、下記の画面が現れます。 
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各レポートに入力する際の、役職一覧の表示を設定するための画面です。 

予め、上図のような役職が設定されています。 

各施設での役職を登録して下さい。表示順の数字の小さい順に一覧表示されます。 

 

 

⑦【ソフト終了】 
ボタンを押すと、このソフトを終了します。 

 


